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21世紀の人間福祉の構築を目指して＊
一生活福祉学の方法一
一番ケ瀬康子 東洋大学
抄録
未踏高齢社会を迎えて，一人ひとりの生活を大切にするという新しい視点からの福祉学のあ
り方について論じた。その骨子は，他の人を「世話する」という介護援助であり，ボランタリー
な活動が基礎になるべきことを論じ，これによって日本の社会システムが福祉型社会に変化す
ることが期待された。
キーワード：社会福祉への新しい接近，ケア概念の改訂，ボランティア活動
1.はじめに
私は， 42年間日本女子大学に勤めており，社会福祉学
の研究と教育をしてまいりました。学校を卒業したのは，
50年前ですから，それまで通算すると半世紀社会福祉を
追い求めていたということになります。しかし，今日位，
社会福祉が変わりつつある，あるいは変えなければいけ
ないということを，切実に感じている時はありません。
半世紀前，私は社会福祉専攻の学科を選んだ時，多く
のまわりの方々に随分とめられました。福祉など変人，
奇人がやることだとか，将来修道院にでも入るつもりな
のかとか，いろんな誤解が当時は色濃くあったようです。
奇人，変人しか社会福祉をやらない。あるいは“偉いわね”
という言葉を，しばしば聞いたことがあります。しかし，
今年の 1月1日の朝日新聞の中には，今国民がもっとも
関心をもっている課題は，“福祉”であるということが
明快に書かれておりました。また数日前読みました東京
都の青年達の調査結果では，今青年たちがもっとも関心
をもっていることは何かといいますと，“社会福祉”な
のです。こんなことはどう考えても，想像出来なかった
時代に生きてまいりましただけに，改めて“社会福祉の
夜明け”を感じる次第です。しかし一方で，夜明けを感
じるということは，それだけある意味では，いまだあた
りは暗闇ということでもあります。
明治以後，あるいはもっとそれ以前からも含めて，ま
た日本に限らず，世界的に現在位不透明で不確実な時代
はないと思えます。いったい将来どうなるのだろうか，
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所主催の福祉講演会における講演要旨である。
これからの若い人たちを含めて，日本はどうなるのだろ
うかと，はっきりした見通しと絶対の確信をもっておら
れる方が，どれくらいおられるでしょうか。おそらく非
常に少ないだろうと思います。とくに高齢時を迎えてお
られる方，あるいはこれから高齢時をお迎えになる方，
いったい自分の老後は，どうなるだろうという不安は，
どの調査を見ても，また私の周辺を拝見しでも大変厳し
いものがあります。
昨日，東京の読売ホールでシンポジウムに参加いたし
ました。やはり老後の問題でしたが，老後をいづたいど
うやって送ろうかということです。いろいろ本音が出て
きますと，いったい誰に介護されるのか，またいったい
何を生き甲斐にして過ごすのか，それぞれお互いの悩み
が深刻であるということが，ますますはっきりしました。
いったいこういう状態は，何から起こるのかというと，
率直に申しまして， 2つの側面の矛盾だろうと，思ってい
ます。
第一の側面は，何と世の中が変わってきたことか，と
りわけ私どもを囲んでいる生活がほんとうに大きく音を
たてて変わっていると思います。私は，“生活革命”と
いう言葉を使っておりますが，この言葉は，私だけが使っ
ているのではなくて，歴史学で有名な色川大吉先生が，
しばしばお使いになる言葉であります。今の時代は“生
活革命”の時代である。とくに1955（昭和30）年位から
急激におこってきたものであり，生活こそ人生の土台で
あり，また政治や経済の出発点であるとすれば，それが
音をたてて変わっているということは，それはあらゆる
ものが変わる可能性をもっているということを指摘され
ております。
色川先生は，大変尊敬している歴史家のお 1人であり
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ますので，先生のご本をしばしば拝見しますが，たまた
ま昭和世相史という本の中で，次のようなご指摘があり
ます。
「1955年の農業就業人口は，当時の全労働人口の41.1%
それが1975年には， 13.8%へと激減」，農業で生活をし
ていた方が，何と41%から13%へと，減ったというので
す。私は北海道の歴史をご存じの皆様もこの変わり方は，
よくご存じだと思います。これを農業牧畜業に変えても
同じだと思います。どんどん第一次産業から離れました。
それは離れて行かざるをえなかったといった方がいいの
かもわかりません。これは日本の社会を非常に変えてき
たわけであります。
加えて，とにかく「雇われて働く労働人口 4194万人
が， 1975年に5323万人」ということですが，今日ではもっ
とふえております。昔は雇用されて働く方が，全人口の
半数以下であった。ところが，今日では7割を超えてい
る。あるいは8割に近づいている。これもまた生活の大
きな変化であります。それまではわが家の稼業を，わが
家で努力をして家族とともにそれを営んで、いた。その方
が，他に雇われて，子どもはそれぞれ別な所に就職をし，
与えられた賃金で，たとえわが家に老親がいても，ある
いは障害をもった子どもがいても，ほほ決まった賃金の
中で生活を営まざるをえない。そして私のように定年が
きますと，さっさと古宇めて千子かざるをえないというよう
な生涯のリズム，こういうリズムは，昔はなかったわけ
であります。これも“生活革命”のー現象であります。
しかしその聞に，日本は何と経済が豊かになったこと
かということも，色川先生は，ご指摘であります。
「1950年から70年までの20年間に，アメリカでは経済
が1.4倍の伸びなのに，日本では10倍の伸び，フルスピー
ドの経済成長」でありました。この頃は，実質平均経済
成長率も10%以上，とにかくフルスピードで，日本は経
済大国になり，一方で生活革命がその前提として刻々お
こっていたのです。
その中で寿命も伸ぴました。人生50年時代だ、ったのが，
人生80年，私は， 80年というのは余り好きではないので
す。人生80年というと， 80歳以上生きている方に悪いよ
うな気がするのです。それ以上生きたら悪いみたいで，
ほんとうは，人生百年といいたいのですが，マスコミや
その他が80年といわれるので，そういうことにしますが，
人生50年ですら，到達したのは， 1947（昭和22）年だっ
たのです。それがみるみる内に，今日80年を超える時代
に入ってきてますので，これは寿命革命でもあります。
そしてとにかく一見豊かになった中で，さらにいろい
ろな点が変わってまいりました。私が生まれた頃，私は
お産婆さんによって取り上げられたのですが，今，北海
道でもそうでしょう。 8割以上の方が病院に行かれて，
そこで出産をなさいます。老後もそうです。昔は，さい
ごの見取り，旅立ちというものが，それぞれわが家であ
りました。わが家でおじ，おば，孫その他大勢が集まって，
「おじいちゃん頑張って，もう少し」と声をかけながら，
「私ももうじき行くわね」等と言葉かけの中で旅立たれ
たわけです。今日は，何と 8割の方が，病院もしくは老
人ホームで，家族が充分に見送れない中でこの世を旅立
たれるわけで，何という違いだろうと改めて思わざるを
えないのです。若い方の場合，そんなことを言われでも
わからないと思う方もあるかと思いますが，このような
生活の側面での変化は，もっともっと進むだろうと予想
しております。なぜなら日本の高齢化というのは，去年
全人口の内， 65歳以上の方が， 14.1%を超えましたから，
高齢社会になったのです。この数すら日本大学人口問題
研究所とか，厚生省の人口問題研究所などでは，予想以
上といっているのです。これまたフルスピードで高齢化
が進んでいるのです。今日本は，まさに人類未踏の高齢
社会に突入しているのです。
未踏高齢社会一一。この“未踏”は私が考えたという
よりは，最近数日前，東京都社会福祉協議会で出されま
した地域福祉の在り方に関する中間報告の中で，使われ
た用語です。大変よい言葉だと思い，ここに使いました。
今までは超高齢社会等といっておりますが，それよりも
歴史上人類が体験したことのない，踏み込んだことのな
い，高齢社会に入るだろうということです。そういう意
味でもガラガラと生活が変わっていくのは，必定だろう
と思うのです。それに拍車をかけている高度技術化，情
報化，国際化等，私が説明するまでもありません。たと
えば日本はロボットを一番たくさん持っている国です。
無人工場等が全国でいくつかあります。行ってみますと，
ほんとうに無人工場なのです。こんなことは，考えても
みなかったのですが，おそらくもっとふえ，進むでしょ
う。情報化もそうであります。かつて湾岸戦争の頃，お
茶の間で，それこそゲームを見るような気分で，戦争を
見ていた子どもたちが多かったということをある記事で
読んだことがあります。全世界の出来事が，居間に，直
接届けられるということは，かつてなかったことです。
国際化も同様で，北海道の事実を具体的に存じあげな
いので恐縮ですが，だいたい日本のかなりの地方都市に
伺っても，外国人の労働者の方が必ずおられます。とり
わけサービス産業一一一。札幌のすすきのに私は行ったこ
とがないのでわからないのですが，もしおられたら教え
てください。他の地の同じような繁華街には必ずフィリ
ピンとか，あるいはタイ等から女性の方が働きに来てお
られます。温泉街にまいりますと，夜のナイトショウで
は必ずそういう方が踊っておられて，皆が黙って見てた
り，拍手して見てたり，野次をとばしたり等の余興が繰
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り広げられています。こういう国際化がかつてあったで
しょうか。なかったのです。明治維新の国際化は，欧米
に向かつて日本人がむしろ出掛けていって，何かを学ん
だ国際化でありました。今日では，欧米社会はもちろん，
より以上に発展途上国の方が，出掛けて，働きにきてい
るという状況の中で，日本の豊かさがそれなりの市場を
提供している国際化なのです。
こういうことを一つ一つ考えて見ると，かつてない事
態がきたということを皆様感じられ，また考えつかれる
だろうと思います。
ところがそういう事態に対して，社会福祉は，私ども
が今まで学び，また把握してきたことを含めて，充分に
対応出来るかといえば，非常に心細い思いがします。こ
れが第二の側面です。
2. 20世紀社会福祉の問題点
私は，現在，阪神 ・淡路復興委員という大役を引き受
けておりますが，あの地震が起こると思っていた人は誰
もいません。最近は，北海道もこの前起こったし，今度は，
東京に起こるかもしれない等といわれておりますが，し
かし，いずれにしても思いがけなく起こった。思いがけ
なく起こったことに対して，従来の社会福祉は残念なが
ら余り役に立たない。なぜ、か，それは1990年前後におこ
なわれた“社会福祉改革”で多少は変わったものの，従
来の社会福祉は一部の貧しい人で，家族のいない人に傾
斜した施設福祉中心のものだったからです。これは国際
障害者年とか，“社会福祉改革”で大きく変わったとい
われ，あるいは変えられていますが，しかし過去の尻尾
をずっと引きずったままで，社会福祉は変わり方は結構
遅いのです。そうなると誰しもが受けた震災の中で，一
部の貧しい家族がいない人への対応ですむかというと，
それではすまないのです。それにはいろいろな工夫がい
ります。
まして高齢社会になりますとどなたであっても，多少
の障害を担われます。その場合に“家族がいるから”で
すむかということです。家族がいてもその家族が高齢者
になります。家族が先に旅立たれる場合もあるのです。
それからまた，経済的にゆとりがない方のみといっても，
そうはいきません。寿命がこれだけ伸びてくると，物価
も変動します。貯金も震災にあったりするとパッと消え
てしまいます。これだけ経済の不況の中で，それなりに
不安です。年金もいろんな意味で，充分とは必ずしもい
えない場合も少なくないのです。こうなった場合，“一
部の貧しい人”というのは通じなくなってきます。ある
意味では，国民の殆どの者が生活不安，老後の不安，災
害への不安あるいは変わりゆく生活に対するこれからの
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在り方への不安等が重なって，生活をおおっているわけ
です。そういうものに対して， 20世紀の社会福祉という
ものは，“社会福祉”の改革ですら，日本の場合，国家
主導型でありました。これは厚生省の社会局中心の改革
としてなされたのです。そういう風に，変わってきたの
に制度が中心でありました。
今の“社会福祉改革”のなかで，たとえば“在宅福祉”
“在宅福祉”とおっしゃるのですが，在宅福祉は結構です。
私も在宅福祉を望みます。しかし在宅福祉というからに
は在宅の“宅”である住宅が福祉という名にふさわしい
ものになっていなければ在宅福祉とはいえない。ところ
が多くの家は，持ち家です。日本の家屋は，お風日の上
がり口も結構高く，段差もあり， トイレが和便という中
では，老後に障害になったりすると，いくら在宅といっ
ても，反福祉的状況になります。高齢者の方は，今，交
通事故とともにわが家での事故にあって亡くなる方，怪
我をされる方が多くなってきています。お風呂に入る時
滑って転んで、，あるいは玄関に上がる時に踏み外して，
敷居につまづいてなどさまざまです。そして病院でリハ
ビリを受けられでも，車いすで和便は使いにくく，また
病院に帰らねばならない。こういう状況で在宅福祉と
いっても，これはまったく意味がない。私は，住宅を考
えない在宅は意味がないということを終始申し上げてき
ました。でも厚生省社会局中心の社会福祉改革では，住
宅は建設省の問題であると，これは役所が違うというこ
とで，ほとんど最初は論じられなかったのです。今でも
厚生省内部での施策としては出ていません。建設省が，
ょうやくいうようになったという状態です。
くわえて，管理化傾向も結構強い。私は震災後いろん
な方とお目にかかりました。何よりも，避難所に残って
おられる数万人の方のことが気になります。さまざまな
方がおられます。非常に気になるのは，まず生活保護が
型通りにしか適用されていないという事実です。それま
で住んでおられた家屋が倒壊，焼失し，避難所に行かれ
た。家賃がいらないから，住宅扶助打切りという事態が
広がっているのです。それでは，避難所に行かれて，そ
こから新しい仮設住宅あるいは新しい貸家に移りたくて
も移れないわけです。結局，最低以下の避難所の肯定で
はないでしょうか。法の運用が余りにも型通り，そして
それ以外の法律は決まっていないのです。
先に埼玉県でこういう事件がおこりました。夜電話が
かかってまいりました。たまたま生活保護を受けていた
高齢の女性が，冷房機をつけておられた。その方は，連
れ合いの方がまだご存命の時に，保護を受けておられな
かったので，冷房機を買っておられた。それをそのまま
残しておかれたのです。ケースワーカーが行って，冷房
はぜいたく品だから外せといわれた。でも狭い住宅の中
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で，だんだん年をとってくると，暑さは身にこたえます。
ましてや去年の暑さは，ひどいもので，冷房を外すのは
いやだと言われた。それなら生活保護を打ち切るという
大変な対応だったのです。結果的に冷房をとってしまわ
れ，ついに病気になられ入院されて，問題になったわけ
です。これでいいのだろうか。いったい何のための法律
であり，何のためのケースワーカーなのでしょう。私は
新聞ですぐ文句をいいました。そしたら厚生省の方では，
特例があったはずだから，埼玉県は検討した方がいいと
いうことでした。なる程特例があったようです。検討さ
れて冷房をつけられたようですが，その間の費用は，結
構かかるのです。また遅すぎました。結果的にお亡くな
りになりました。なぜそんなに人聞を一把一括りに決め
てかかるのか。ケースワーカーというのは，一人一人の
事情を考えて，それをふまえてその方の健康状態，心の
状態をしっかりつかんで，むしろ制度を柔軟に運用する
ために必要な専門家であります。ところがそういう専門
家が，日本の管理化傾向の中では充分に機能していない
のです。ここがひとつの問題として浮かび上がってきて
いるように思います。
くわえて，科学主義ということをあえて申し上げます。
私は，社会福祉学というものを創りあげるために，半世
紀かけて努力してきた人間ですが，どうも社会福祉に限
らず，すべての学聞が理論倒れになっているのではない
かと思っています。逆に現実の人聞から理論は生まれる
べきであり，つまり改められるべきだと思うのですが，
はじめに理論ありきで，その理論にむしろ人間を当ては
めていく傾向が強すぎることが，今日の状態ではないで
しょうか。これは，教育でもいえるし，他のいろんな場
面でもいえることだと思います。とくにこの傾向が強い
のは，私は法学ではないかと秘かに思っています。いず
れにしても自然科学のある種の学問は，大変な科学中心
主義です。私はサリドマイドの方のボランテイア活動を
ずっとやってまいりました。どうしてあの被害がおこっ
たのか，調べたことがあります。ドイツで，実験がなさ
れた。実験は，大体マウスを使つてなされるのですが，
その結果被害が現われたマウスは僅か0.2-3%だ、った。
これなら大きな人間には，殆ど害がないだろうというこ
とで，薬剤として使われることになった。その結果，世
紀の公害といわれた被害が現われたのです。それを見る
と，私は，やはり20世紀というのは，自然科学に人間が
支配され過ぎたと思うのです。今日おこっているさまざ
まな事件についても同じようにいえると思いますが，余
りにも科学信仰が強過ぎたと思うことがしばしばです。
人間の問題というのは，どんなに数が僅かでもマイナス
の数値が現われたら，私は，いっさいやめるべきだと思
います。また，マウスと人聞が同じだとは思わないので
す。でもどうもその種のことが，現在は，まかり通って
いるのです。
私は社会福祉の中でも，はじめに理論でそれに人聞を
当てはめる等ということがなければいいなと思っており
ます。しかし，たとえば政策をたてる時に，調査をする。
どうしてもその調査が数量調査中心であり， 00%だか
ら00%のホームヘルパーをふやさなければならない。
00%だから00%と大体の傾向なら結構ですが，そう
してふやしたホームヘルパーさんを，その利用する人聞
がどこに住んでいるかというと，遠くに住んでいる場合
には，利用したくても利用出来ないのです。やはりヘル
ノf・－さんがいる所の近くに，住んでいなければ利用出来
ない。それはその人とその人の生活の中からほんとうに
利用出来るか，出来ないかは，数量的観察からだけでは
わからないのです。
ところが，やはりそういう傾向が依然としてあります。
非常に気になっております。考えなおさなければいけな
いことだと思います。学術会議に9年間出ておりました
最中にも，いろいろな事件がありました。ひとつは，ご
存じのオイルショックの問題です。あのオイルショック
を予言出来た経済学者は，洋の東西を問わず1人もおら
れませんでした。それは，古典派経済学以来，経済学は，
欧米の状況を基底にし，そのなかで仮説ができ，っくり
出されたものだからです。風土も違い宗教も異なる南の
発展途上国のこと，さらに南北問題をはらんでの世界経
済の展開， くわえて，経済と政治は，ますます密接不可
分となっている現実からの解明はなされなかったからで
はないでしょうか。すでに近代の経済学のフレームでは，
解けない状況が続出しているのです。これからの科学は，
何よりも自ら確認できる日常の生活世界から出発せざる
をえないのです。不透明な現在，従来の科学の枠組みが，
不確実なのです。
3.生活世界からの出発を
社会福祉学もまさに生活世界から出発させる。それが
生活福祉学だと考えています。その意味では，私たちの
日々の生活において今，もっとも痛みをともなう問題は，
介護の問題です。
すでに新聞などでご存じの通り，今まで，介護の担い
手とされ，インフォーマルな努力でなされていた家族介
護がすでに限界にきているのです。家族と住めない，家
族とくに子どもも高齢者というなかで，ともだおれ，虐
待，心中が子どもと同居家族でふえさらに自殺がもっと
も多いこと，介護殺人がふえていること，凄惨な現実が
くりひろげられています。ひとつだけ例をあげましょう。
私のところへある日，弁護士さんがこられました。介
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護殺人です。はじめは，糖尿病の夫を妻が介護しておら
れました。いずれも80歳をすぎておられました。ところ
が妻が倒れられたのです。夫は，妻を入院させ，毎日病
院に通っておられました。しかし， 2ヶ月たったら退院
せざるをえません。家に連れて帰ってこられました。明
治生まれの方ですから，男は家事をすべきではないとし
て，育てられた方です。妻もそう思っておられました。
そのため，不器用な手つきで家事をしている夫の姿に胸
を痛めた妻は，「そんなことをあなたにさせる位なら，
私を殺して下さい」と，いったのです。はじめは，聞が
ありましたが，“ボケ”が重なって，毎日毎夜， 3分お
き位に「殺して」「殺して」というようになられました。
介護に疲れた夫が，思わず手をかけられたという事件で
した。私は，弁護士さんから事情を聞いて，「どうして
福祉事務所に相談をなさらなかったのか」を聞きました。
ところがなさったというのです。「夫婦ではいれるホー
ムにいきたい」と。それは有料老人ホームしかありませ
ん。ところが高くてはいれないのです。では，「せめて
妻だけ」といわれたそうです。しかし東京は，特別養護
老人ホームの入居待機者は， 1万人です。 10年近く待た
されるのです。「ホームヘルパーを」といわれたのですが，
もうホームヘルパーの方も手いっぱい，結果的にもう少
し待って下さい。その少し待っている聞の惨事でありま
す。私は，手をかけられたその方に，いっさいの罪があ
るとは思えないのです。そういう状態の中で，日々の暮
らしの中で，すでに在宅福祉が少しでも確立をしていた
ら，こういうことは起こらなかったと思います。
4.生活福祉研究の方法
そういう意味で，やはり日常的なインフォーマルな介
護の世界から，さらに何が必要であるのかをみる必要が
あります。
そしてもう 1つ風土性ということをあえていいますの
は，こちらの場合には北方でいらっしゃいます。北方は
北方の悩みがあります。生活からみると北方のすばらし
さもありますが，悩みもあります。私はスウェーデンに
行っておりますので，それはよくわかりました。今日お
見えの小山内美智子さんが，かつて，“足指でつづるス
ウェーデン日記”というすばらしい作品を書いてくださ
いました。実際に，スウェーデンで暮らしてみると，ほ
んとうにスウェーデンでは，福祉が行き届いてはいるけ
れども一方で，冬の厳しさというのは，いいようのない
厳しさであります。それに対して地域暖房その他で努力
をしてきたのが北欧諸国とりわけスウェーデンの実態で
すが，こういうことはかつてのように厚生省の上から下
への一本の福祉行政だ、ったら，なかなかゃれない。補助
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金を得るために，モデルに描かれたような老人ホームを
創らなければ認可されない。それでは沖縄では暑すぎて
困る。後から窓をつけたり，クーラーを入れたりしなけ
ればならない。北海道では寒すぎて困る。結果的には，
暖房費を後から上乗せしなければならない。東京では一
律に考えられるので，どうもうまく行かない。私は，や
はりそれぞれの自然と風土をふまえた福祉でなければ，
本物になっていかず，役立たないと思うのであえて，北
は北の特殊性を考え，共通に情報交換をして，具体的な
在り方を考えていけばいいのではないかと思います。
そのためには，もっとデンマークとかスウェーデンと
かカナダなどいろいろなところからの情報をいっぱい得
て，学んでいく必要があると思っています。
またそういう中で，いったいどういう在り方がいし3か
を考えていく場合に， 20世紀で唯一福祉が受け継ぐこと
として，指摘しておきたいことは，人権の視点です。人
権とりわけ生活権を具体的な日常生活にどう生かすか，
一人一人が具体的な生活の主体者，主権者になるかとい
うことだろうと，思っています。たとえば，子どもの権利
条約が，ょうやく批准されました。この子どもの権利条
約をよく読んでみると，今まで一般に児童福祉というの
は“児童”“18歳未満”というように一括してとらえら
れがちであるが，子どもの条約では，さすがに一人一人
の子どもの人権ということをいっている。“チルドレン”
ではなく，“ザチャイルド”その子の人権，といって
おり，さらに主体者，主権者として，意見表明権を保障
しています。小山内さんのようにほんとうに在宅福祉を
充実しようと努力してこられた方も，主体的に自らの人
生の主人公として，胸にあふれる想いで努力をしてこら
れたのだと思います。そのようなところに根ざしたボラ
ンタリーなその生活者としての努力こそ，生活福祉の特
質です。さらに，高齢時になって，どうしてももう地域
ではだめだ，特別養護老人ホームだと思う人もいます。
その場合には，私は個室を条件にしています。望む方は，
個室の特別養護老人ホームにお暮らしになってもいいと
思うのです。それは，それぞれの選択だと思います。と
いうのは，一人一人の住まう権利，一人一人の社会の最
善の対応の施策を充分にふまえた福祉を，画一的にでは
なく，創りだしていく努力が必要なのだろうと思います。
これはどういう表現になっていくかは今後の課題だと思
うのです。
お互いどういうニーズがあるか，どういう必要がある
かということについて，私どもがとらえていく場合の研
究方法をのべたいと思います。
その第ーは，いろいろな手記の研究です。最近小山内
さんがまた出されたものもそうですが，たとえば障害者
の方が書かれた手記です。これはむずかしく，理論的な
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社会科学書を読むよりも，ニーズがはるかによくわかり
ます。私の社会福祉の考え方に非常に大きな影響を与え
た方は，今，沖縄にお住まいの木村浩子さんという重度
の障害者の方の手記です。小山内さんもお会いになった
ことがありますね，今度その本の復刻をふくめて小学館
から“沖縄土の宿物語”という本がでます。これは，こ
のなかの木村さんの自伝のような手記は30歳代に読み，
非常にショックを受けました。こういう実際の手記，ま
た手記ではないが，手記に近いノンフィクションとか文
学作品があります。それからまたある種の映画もいいと
思います。そういう情念もふくめて，全人的に日々の暮
らしのいろいろな光と影，心の綾を，読み取れるところ
のものをもっと大事にしていきたいと，思っています。こ
ういうことは，従来のいわゆる科学研究とは若干違うか
なと，思っておりますが，そういう在り方をつくっていき
たいと考えている次第です。
5.社会福祉論との関連
では今までの社会福祉論はいらないのかということが
出てくるので，それは弁護しておかねばと思うのです。
長い間日本社会福祉学会の代表理事をしておりましたか
ら，いらない等といったら無責任になってしまいます。
やはりいるのです。しかし少し変えながら付け足してい
く。あるいは大きく補完をしていく必要がありましょう。
そのポイントは何かといいますと， 1つは，今までの社
会福祉学では政策の問題や制度の問題研究は非常に発達
しました。けれどもボランティア論が抜けていたのです。
これは私どもにも責任があります。運動論の視点の中に
も，ボランティア論をいれていたつもりですが，きわめ
方が足りなかったのです。これからは新しいボランティ
ア論があっていいと思っています。なぜかといいますと，
この度の震災のようなものは， 2度と起こってはならな
い，起こってほしくない大災害であることは，間違いな
いのですが，唯一ホッとしたことは，ボランテイアの方
の活動です。延べ日数で大体平均すると，日本人の3人
にl人はボランテイアをしたことになります。私は，日
本の人がこれだけボランテイアをしたことはかつてな
かったと思います。しかも20代以下の方が多かったよう
です。それもまたこれからに希望をもてる 1つのことで
す。その方々が社会福祉理論を知って行かれたかという
と，そうではないと思います。ある時女性の新聞記者の
方から電話がかかってきました。「先生，ここに来てみ
ると，皆，暗い顔をしているけど，一番生き生きしてい
るのは，若い子たちですよ」「どういう若い子たちですか」
と聞くと，「それはどこから来ているかわからないので
すが，頭を赤く鳥の羽のように染めた子もいるんですよ，
高校生位の子もいますよ」その人たちに「君，どうして
ボランティア活動に来たの」といったら「“ボランテイ
アって何だい”といったんですよ，“何か気になったか
ら来たんだよ，何か大変なことが起こっているみたい
で”」「ここに来てよかった」と聞いたら，「ここに来て
よかったと思うよ」「どうして？」と聞いたら，「おばあ
ちゃんの荷物をもってあげたら，生まれてはじめて，あ
りがとうっていわれたよ」といったそうです。女性記者
は，それを聞いて涙が出たといっていました。恐らく学
校の成績が悪くて高校へ行くのがいやだ、ったのかもわか
りません。「あんたなんか将来どうなるかわからない」
などと，しょっちゅう怒られていたのかもしれません。
そういう子たちが，皆で行こう，行こうととんで行く。
それは物見高に行ったのだと非難すべきよりは，私は，
むしろ行ったという実践力あるいは，そのエネルギーを
評価すべきだと思うのです。行ってみたら，おばあさん
が，水をもらってよちよちと歩いていたけど，途中で息
切れして，水が半分位こぼれていた。それを，思わず持っ
てあげたら，その方が「ありがとう」といったのでしょう。
こんなに嬉しかったことはないと，その高校生位の子は，
その新聞記者にいったというのです。
私はこういう場面をふくめたボランテイア論がいるだ
ろうと思うのです。つまり「ボランティアとは，何か」
という探究ももちろん必要です。けれどももっと人間の
心の中にひそんでいるであろう愛他本能つまり人情の発
露として生まれてくる行動，行為をどのように見るか，
それをどのように啓発してお互いのものにしていくの
か，理屈よりもお互いの実践の中で極めていく，支えて
いくものが必要だろうと思います。
この度の震災におけるボランティアも 3段階ありま
す。最初にとにかく行く救援ボランテイア，それから労
力ボランテイア，最後にそれぞれの専門のボランテイア，
いろいろありますが，それぞれが自らその時期にやれる
ことをやっていく。そういうことを日常生活の中でどう
汲み上げていくか，どう組み立てていくかが，これから
の大きな課題になると思います。最近よく言われますよ
うに，今日は社会福祉の権限が地方自治体に降りてきま
した。降りてきたというのは，単に中央行政が地方行政
に降りてきたということではないと思います。私たちは，
自治体の主人公であり，自治体の住民であります。住民
の側から生活者としてみれば，どうなのかということを
いえるチャンスが出てきたということであります。中央
にいくのは，大変です。北海道の方が厚生省まで行くの
は大変でありましょう。そうではなく，ここでの問題は，
札幌市に言えるのです。あるいは，北海道のある市でも，
自分の生活のなかから感じとらえて，そこの福祉の在り
方に対してこうではないか，こうして欲しいと言えるの
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です。これが地方自治だと思います。それだけにそれぞ
れの社会福祉計画への参加，参画というものをどうする
か，今言われはじめている計画論との結びつきを，いか
に考えるかです。そして，あえて申しますと，これから
の福祉の基本的な方法は，まず介護から始まると，思って
おります。
介護という概念は，“お世話”という言葉からはじま
ります。まず，家族あるいは隣近所，そしてボランタリー
なお世話その中から生活が活性化していき，あるいは，
生活が盛り上がっていき，それぞれのニーズに応じた生
活が出来ていく。それなくして，いくら専門援助，技術
といっても意味がないのです。その中で，一人一人のケー
スワークに実っていくでしょう。またグループに対応す
るものはグルーフ。に実っていくでしょう。その中で地域
の組織化はコミュニティオーガナイゼーションという議
論になっていくでしょう。けれども“世話”“ケア”“介護”
ということがしっかりない限り，それぞれの援助技術と
いうものは，往々にして根無し草になるということを思
わざるを得ません。日常生活の中でのお互いのお世話が，
有効でない限りにおいて，専門のむずかしいワークだけ
が，どこか上を走っていても，それは一時はいいでしょ
うが，それはその人の生活を建てなおしたり，生活を守っ
たり，生活を向上させることにはならない。そういう意
味で介護の問題は，もっともこれから重視すべき領域で
あろうと，思っております。
このように考えると，北海道でも介護福祉専門学校は
たくさんあると思いますが，どうぞ元気をもって，その
専門を身につけていただきたいと思います。さらにこれ
からは新ゴールドプランを実現するためには，今180カ
所の介護福祉専門学校がありますが， 300ヵ所に急遁ふ
やさなければならないのです。でも300の介護福祉専門
学校を教える人がいないのです。それを本当に教えられ
る人を作るための4年制大学，あるいは大学院も創らな
ければいけない時代なのです。こういう時代であるとい
うことだけでも申しあげておきたいと思います。
長年連れ添って，いっしょに特別養護老人ホームに行
きたいと，思っていたのに，その願いがすぐ聞き入れられ
ず，妻の首をしめるということが起こらないように，そ
れぞれの地域で必要なケアを，必要な時に，お互いに提
供しあうような地域介護力をどうっくり出していくか，
これこそ大きな課題であります。
社会福祉論との関連でもう 1つ申し上げると，最近，
福祉多元主義というのが，イギリスその他で非常に強く
言われ始めました。今までの福祉というのは，どちらか
というと，福祉国家財政論との関係で，福祉国家，まず
国家財政で，地方財政でというような国家および公的な
財政理論の方が強かったのです。それだけでは済まなく
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なってきたのです。この度の震災では，ボランテイアの
問題と同時に募金活動が非常に活発で，募金が集まりま
した。これは大変よかったことだと思います。ただこれ
をどう分けるかがまだまだ問題であります。一方，こう
いう側面があるのです。郵政省の国際ボランティア貯金
というのがあります。あれは郵政省が作るときに，予想
していた額があったのですが，今その8倍も集まってお
ります。それは何か役に立ちたいが，今自分には時聞が
ない，でもこのおつり，あるいは利子の何割ぐらいは寄
付しでもいいというゆとりが出てきている証拠だろうと
思います。私は，ある程度，日本の今日のような，ある
意味では相対的には経済的に豊かな所での 1つの在り方
としては，そのゆとりを無理ではなく，自然に出しあう
という在り方も考えられていいと思うのです。そういう
中で，たとえば財界も考える問題があります。日本の企
業というのは，今までは社会的にはそういう努力はされ
ませんでした。でもそのことの問題が国際的にも注目さ
れてきております。アメリカでは，企業の信用は，テレ
ピコマーシャルをしているとか，よい商品を売っている
だけではないのです。その企業がどれだけ社会的責任，
社会的貢献をしているかにあります。企業の利潤の中か
ら，ある場合には，共同募金に寄付というような形もあ
ります。ある場合には，財団をつくってということもあ
り，要するに“ノン プロフィット オーガナイゼーショ
ン”（非営利組織）を作り出している会社もあります。
それが，その企業のそのものの信頼につながるところま
できているというのです。これは最近の経営学の理論で
あります。私は，日本でもそこまで行く必要があるだろ
うと思うのです。日本の企業は，まだまだ出し方が足り
ません。国，地方自治体，当然でありますが，企業のフイ
ランソロフイ，そしてすでに国民がボランテイア貯金等
に出しているような，そういう在り方も考えていいはず
だと思います。これが福祉多元主義への 1つの思考であ
ります。
イギリスやアメリカと同じタイプでなくてもいいか
ら，日本は日本の福祉多元主義があってもいいだろうと
思っています。社会福祉というのは，社会の動きの中で
の何が，生活者の福祉であるかに対して，柔軟に対応し
ていく対応であるとするなら，これだけ生活革命が進み，
不透明な時代に入っている今日，思い切ってその在り方
を広げ，工夫していい時期だと，思っております。そうい
うことが， 21世紀に対しては，結果的に 1つの社会づく
りへ連なっていくのではないかという 1つの夢をもって
おります。 21世紀の社会をどうするのかということは，
いろいろなひとが，いろいろにいっているので，これ以
上は申しません。今までのような能力主義剥き出しの資
本主義でいいのかどうか，これはかなりの反省が生まれ
? ?? ?
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ております。もっともっとお互いに共同していく新たな
共同が考えだされてもいいのではないでしょうか。それ
は，かつてのテンニスがゲマインシャフトからゲゼル
シャフトつまり共同社会であったのが利益社会化してし
まった。その利益社会の極に来ている。だからゲノツセ
ンシャフト，利益を追い求めるにしてもお互いの共同を
大事にする。同時に共同社会の中での利益を考えていく
両方を総合化したような社会の在り方も工夫してみてい
いのではないだろうか。という意味でいっています。
6.おわりに
地球規模でのいろいろな問題が起こってきています。
地震の問題も温暖化の問題もいろんな意味での地球規模
で問題が起こってきている。それをただ地球規模で考え
るだけで済むのか，これは地球の大きな問題だから関係
ないでは済まないのです。地球規模の問題は，日々の私
たちの暮らしの中に原因があります。紙の無駄遣い，あ
るいはピンの無駄遣いにしてもそうです。あるいはゴミ
の捨て方1つにしてもそうです。そういう小さなことが
地球規模の問題につながっているのです。その意味で，
グローパルな視点を日常的なコミュニテイの努力とどう
結びつけるかということは，福祉でも大きな課題です。
社会全体でも，大きな課題であります。
そういう意味で1つ例を申します。日本の社会福祉の
ボランタリーな動きで一番注目しているのは，障害者の
人たち，あるいは高齢者の人たちの共同作業場の活動で
す。これは補助金が出ている作業場と法的に認められず
補助金の出ていない所とあります。人間働くことによっ
て，一つの生き甲斐が生まれまた仲間が生まれます。作
業場を大事にしたい。出来れば制度化しながら，もっと
広げていけばいいと思っていますが，どうしても制度化
出来ない作業場がいくつかあります。そのなかで東京の
精神障害者の方の作業場の問題が浮かび、上がってきまし
た。そして，昭島市という所に空ピン工場をつくること
になりました。しかし，空ピン工場に出資をしてくれる
企業はなかなかなく，結果的に生活協同組合が応援をし
ました。生活協同組合で何もかわったピンばかりをいっ
ぱい作り出すことはない。決めたピンを使おう。そのた
めには，その工場で洗ってもらって，また消毒して使お
うということになったのです。その工場には，職場のな
い精神障害者の方が働いてくださればよいということで
仕組みを作り出しました。これはまさに地球規模の資源
問題で困っている日常との関連で工夫して考えられた，
lつの解決策の知恵であろうと思います。
私は，あらゆる知恵を出しながら今までのさまざまな
問題をどう乗り越えていくかということを，日々の暮ら
しの中から人々が情報交換をしつつ，編み出していく。
そしてそこでの連帯をつくり出していけば， 21世紀も
まったく不透明，絶望，末世，終末，世の終わりという
ことはないのではないかと思うのです。私は，人間の努
力を限りなく信じることについては疑問もありますが，
お互いに生きていきたいという希望があります。生きて
いくなら人間らしく生きていきたいという欲望もありま
す。お互いに人が困っていたら，思わず手を出したいと
いう人情もあります。そういうものを自然にお互いに出
し合いながら， 21世紀にふさわしい仕組みをつくってい
くことが，今，問われているのだと思います。それの出
発点として，日々の生活のなかから福祉を探究するその
生活福祉学を学ぼうというのが，私の提案であります。
今日は，私の考えている生活福祉学について申し上げた
次第です。
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